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■獨協大学ニュース「本箱」欄に掲載する新刊情報をお寄せください。
本学教職員（非常勤講師含む）が執筆した単著・共著・分担執筆・監修・翻訳書などの新刊情報を募集しています。なお、価格は税抜表記として
おります。新刊がありましたら、中央棟2階総合企画課までご持参ください。表紙撮影後、返却いたします。

浅岡　千利世（英語学科教授）共編著
『「教師の自己評価」で英語授業は変わる
  J-POSTLを活用した授業実践』
大修館書店　2020年3月　2800円

教師が授業を自ら評価す
るポートフォリオを導入す
ると、英語学習の指導は
どう変わるのか。実践例
を挙げながら、新学習指
導要領を見据えた授業改
善へのヒントを探る一冊
です。

教師が授業を自ら評価す
るポートフォリオを導入す
ると、英語学習の指導は
どう変わるのか。実践例
を挙げながら、新学習指
導要領を見据えた授業改
善へのヒントを探る一冊
です。

森永　卓郎（経済学科教授）著
『森永卓郎の「マイクロ農業」のすすめ
 都会を飛び出し、「自産自消」で豊かに暮らす』
農文協　2021年3月　1400円

筆者が体験した都会と田
舎の間で生きる新しい暮
らし、“トカイナカ”への提
案です。小さな畑を借りて
行う「マイクロ農業」の魅
力とともに、現代社会に
幸せのありかを問いかけ
ます。

筆者が体験した都会と田
舎の間で生きる新しい暮
らし、“トカイナカ”への提
案です。小さな畑を借りて
行う「マイクロ農業」の魅
力とともに、現代社会に
幸せのありかを問いかけ
ます。

立田　ルミ（名誉教授）編・著、堀江　郁美（経営
学科教授）、李　凱（経営学科准教授）著
『実践に役立つ情報処理
 ―基礎から応用まで ― 2021年度版』
日経BP社　2021年3月　1900円

レポートの執筆やデータ集
計、グラフ作成から、デー
タの調査・分析、プログラ
ミングの初歩まで、大学生
活で役立つ情報処理のテ
クニックを解説。基本が身
につく実践教材です。

レポートの執筆やデータ集
計、グラフ作成から、デー
タの調査・分析、プログラ
ミングの初歩まで、大学生
活で役立つ情報処理のテ
クニックを解説。基本が身
につく実践教材です。

周　劍龍（経営学科教授）著
『現代株式会社法講義』
中央経済社　2021年3月　3200円

企業の社会的な意義、分
類などから出発し、株式
会社とそれを巡る規律に
ついて、一般的な通説と
ともに実際の判例などの
研究学説を紹介。明解か
つ興味深い一冊になって
います。

企業の社会的な意義、分
類などから出発し、株式
会社とそれを巡る規律に
ついて、一般的な通説と
ともに実際の判例などの
研究学説を紹介。明解か
つ興味深い一冊になって
います。

木原　隆司（国際環境経済学科教授）分担執筆
『人口動態変化と財政・社会保障の制度設計』
日本評論社　2021年3月　4700円

人口における年齢分布
など、人口動態が国の
財政や社会保障に与え
る影響とは。高齢者層が
「多数派」となった日本の
世代間格差を是正する
道を、多面的に探り出す
一冊です。

人口における年齢分布
など、人口動態が国の
財政や社会保障に与え
る影響とは。高齢者層が
「多数派」となった日本の
世代間格差を是正する
道を、多面的に探り出す
一冊です。

福永　文夫（総合政策学科教授）著
『（英文版）日本占領史1945-1952：東京・ワ
シントン・沖縄　The Occupation of Japan 
1945-1952:Tokyo,Washington,and Okinawa』
出版文化産業振興財団　2021年3月　3000円

戦後日本を創った7年間
におよぶ日本占領を、日
米双方の記録からひも解
いた書の英語版。国内外
の大学、図書館、在外公
館等に寄贈、国内外に発
信する。

戦後日本を創った7年間
におよぶ日本占領を、日
米双方の記録からひも解
いた書の英語版。国内外
の大学、図書館、在外公
館等に寄贈、国内外に発
信する。

根木　昭英（フランス語学科専任講師）分担執筆
『フランス文学の楽しみかた
 ―ウェルギリウスからル・クレジオまで―』
ミネルヴァ書房　2021年4月　2800円

第一部では、古代ローマ
の叙事詩『アエネーイス』
から20世紀の大作『失わ
れた時を求めて』まで順に
解説、第二部では文学の
持つテーマや意味に切り
込む、フランス文学を俯瞰
する解説書です。

第一部では、古代ローマ
の叙事詩『アエネーイス』
から20世紀の大作『失わ
れた時を求めて』まで順に
解説、第二部では文学の
持つテーマや意味に切り
込む、フランス文学を俯瞰
する解説書です。

森永　卓郎（経済学科教授）著
『相続地獄
  ―残った家族が困らない終活入門』
光文社　2021年1月　760円

父の逝去から10か月、ま
さに「泥沼の争族」を経験
してきた筆者。経験者とし
て、経済学者として…
ふたつの視点から語る、
相続で遺族を苦しめない
ための終活の入門書。

父の逝去から10か月、ま
さに「泥沼の争族」を経験
してきた筆者。経験者とし
て、経済学者として…
ふたつの視点から語る、
相続で遺族を苦しめない
ための終活の入門書。

三宅　弘（交流文化学科特任教授）著
『知る権利と情報公開の憲法政策論 ―日本の情報
  公開法制における知る権利の生成・展開と課題』
日本評論社　2021年3月　5500円

日本における情報公開法
制はいかにして生まれ、
整備されるに至ったの
か？　憲法が保障する「知
る権利」にまでさかのぼ
り、その内実と歴史を改
めて分析・構成していき
ます。

日本における情報公開法
制はいかにして生まれ、
整備されるに至ったの
か？　憲法が保障する「知
る権利」にまでさかのぼ
り、その内実と歴史を改
めて分析・構成していき
ます。

朴　鍾厚（言語文化学科特任准教授）著
『コツコツ韓国語文法練習帳(初級)』
博英社　2021年3月　1600円

文字と発音の第一部、文
法の第二部という二部構
成で学ぶ、初級レベルの
韓国語教材です。基本解
説に加え、練習問題と模
範解答も掲載。韓国語入
門の強い味方になってく
れます。

文字と発音の第一部、文
法の第二部という二部構
成で学ぶ、初級レベルの
韓国語教材です。基本解
説に加え、練習問題と模
範解答も掲載。韓国語入
門の強い味方になってく
れます。

板場　良久（英語学科教授）分担執筆、
松本　健太郎（英語学科非常勤講師）　編著
『メディアとメッセージ ―社会のなかの
 コミュニケーション』
ナカニシヤ出版　2021年3月　2400円

テクノロジーの進化によっ
て姿を変えるメディア、届
けられるメッセージの在り
方を、様々な側面から切り
拓く論文集。15人の論客
による論文を４つのテーマ
で収録しています。

テクノロジーの進化によっ
て姿を変えるメディア、届
けられるメッセージの在り
方を、様々な側面から切り
拓く論文集。15人の論客
による論文を４つのテーマ
で収録しています。

小栁　春一郎（法律学科教授）分担執筆
『物権法の現代的課題と改正提案』
成文堂　2021年2月　12000円

所有権を担保する法的な
概念から、集合的利益な
どの新しいかたちの財、
所有者不明の土地の権利
と管理まで、様々な物権
に関わる課題や法的背景
を、この一冊で解説して
います。

所有権を担保する法的な
概念から、集合的利益な
どの新しいかたちの財、
所有者不明の土地の権利
と管理まで、様々な物権
に関わる課題や法的背景
を、この一冊で解説して
います。

小栁　春一郎（法律学科教授）著
『仏日不動産法の現代的展開 ―所有者不明・
 無主不動産・土地所有権放棄・相続登記未了―』
成文堂　2021年2月　6500円

フランスと日本での不動
産法に関わる、様々な課
題や問題事項に関する
論文集です。新たに執筆
された論文も収録してお
り、この一冊で同テーマ
を網羅的に学ぶことが出
来ます。

フランスと日本での不動
産法に関わる、様々な課
題や問題事項に関する
論文集です。新たに執筆
された論文も収録してお
り、この一冊で同テーマ
を網羅的に学ぶことが出
来ます。

宗田　貴行（国際関係法学科教授）著
『消費者団体訴訟の理論』
信山社　2021年1月　13500円

立場が弱くなりがちな個
人消費者を護る消費者
団体訴訟制度。日本では
2006年に導入されたこ
の制度が抱える課題と
は？　ドイツやEUでの議
論・法令を参考に読み解
きます。

立場が弱くなりがちな個
人消費者を護る消費者
団体訴訟制度。日本では
2006年に導入されたこ
の制度が抱える課題と
は？　ドイツやEUでの議
論・法令を参考に読み解
きます。
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　シリアスな表情の刑事が発した一言に、ついツッコミを入れてしまうことも――法律学を学ぶと、人気のドラマも違う見え方
になるのだとか。刑法だけでなく、テレビの新しい楽しみ方も学べる（？）関根先生の授業。先生ご自身は、どんなきっかけで刑法
に興味を持ったのでしょうか。
　「もともとは数学が好きだったんです。でも社会科学への興味の方が強くて、その中で一番数学に近いおもしろさを感じられ
たのが刑法でした。論理的に考えて答えを導いたり、問題がパズルのように解けていく瞬間があったり。でも、最近はもう少し奥
の深さを知ったというか……先に結論があって、それに至る論理を組み立てていくという反対の進め方もおもしろいなと感じて
います」

午後の
談話室

法学部 総合政策学科

関根 徹 教授

第 27 回議
論
と
発
見
の
法
律
学

法
知
識
を
実
践
す
る
楽
し
さ

　
普
段
の
生
活
で
、法
律
の
存
在
を

意
識
す
る
機
会
は
そ
う
多
く
な
い

だ
ろ
う
。し
か
し
、動
画
共
有
サ
イ

ト
や
S
N
S
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、振
り

込
め
詐
欺
と
い
っ
た
犯
罪
の
入
り
口

は
日
常
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
。む
し

ろ
、ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
な
大
き
な
事
件
で
な
く
、身
近

で「
つ
い
や
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
こ

と
」に
こ
そ
法
律
的
な
問
題
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と

話
す
関
根
先
生
。

「
裁
判
員
裁
判
に
参
加
す
る
可
能
性

も
あ
り
、誰
も
が
法
律
や
裁
判
に
無

関
係
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。そ
う
し

た
こ
と
か
ら
も
、学
生
た
ち
が
い
わ

ば
教
養
と
し
て
法
律
を
学
ぶ
意
義

が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　
法
律
を
知
り「
ど
ん
な
行
為
が
法

的
な
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
に
な
り
得
る

の
か
」を
理
解
す
る
こ
と
は
、問
題
の

発
生
を
予
防
し
、そ
の
解
決
方
法
を

知
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　
全
カ
リ
総
合
科
目「
現
代
社
会
１

（
社
会
生
活
と
犯
罪
）」で
は
、実
際
に

起
き
た
犯
罪
や
裁
判
例
な
ど
か
ら

法
律
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
。そ

こ
で
関
根
先
生
が
重
視
す
る
の
は
、

学
生
た
ち
に
よ
る
議
論
の
機
会
を
つ

く
る
こ
と
だ
。

「
授
業
で
学
ん
だ
法
律
の
知
識
を
実

践
す
る
楽
し
さ
を
、法
学
部
以
外
の

学
生
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。あ
る
行
為
が
法

的
な
視
点
か
ら
捉
え
て
犯
罪
と
し
て

成
立
す
る
か
否
か
を
考
え
、結
論
に

至
る
論
理
を
説
明
す
る
。刑
事
裁
判

に
関
わ
る
裁
判
官
や
検
察
官
、弁
護

人
に
な
っ
た
つ
も
り
で
事
件
を『
解

決
』し
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

異
な
る
視
点
か
ら
得
る
学
び

　　
授
業
で
は
、臓
器
移
植
の
問
題
や

水
俣
病
に
関
す
る
裁
判
な
ど
も
取

り
上
げ
る
。医
学
や
哲
学
と
い
っ
た

他
領
域
の
学
問
と
も
つ
な
が
る

テ
ー
マ
だ
。そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
・
学

科
で
専
門
分
野
を
学
び
、異
な
る
視

点
を
持
つ
学
生
た
ち
が
一
緒
に
な
っ

て
議
論
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
、さ
ら
に

大
き
く
な
る
。

「
そ
の
問
題
に
つ
い
て
他
の
人
た
ち

は
ど
ん
な
視
点
で
捉
え
、ど
う
考
え

る
の
か
。議
論
を
通
じ
て
友
達
の
意

見
に
触
れ
る
経
験
は
、講
義
を
聞
い

て
い
る
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
学

び
に
な
る
は
ず
で
す
」

　
一
方
、法
学
部
の
科
目「
刑
法
総

論
」で
は
、刑
法
の
基
礎
理
論
や
各

条
文
で
ど
の
よ
う
に
犯
罪
が
定
義

さ
れ
て
い
る
の
か
を
、法
律
の
体
系

に
沿
っ
て
学
ん
で
い
く
。

　

自
分
の
意
見
を
伝
え
、相
手
の

意
見
に
も
耳
を
傾
け
て
議
論
す
る

力
、あ
る
い
は
体
系
的
・
論
理
的
な

考
え
方
な
ど
、法
律
学
の
学
び
を

通
し
て
得
ら
れ
る
力
は
、就
職
活
動

で
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
実
社
会
で
も
活
か
せ
る
も
の
に

な
り
そ
う
だ
。

　

ゼ
ミ
で
は
、よ
り
深
い
刑
法
へ
の

理
解
を
も
と
に
事
件
の「
解
決
」に

取
り
組
む
。こ
こ
で
も
基
本
と
な

る
の
は
、や
は
り
学
生
同
士
で
の
議

論
だ
。

「
も
ち
ろ
ん
刑
法
を
学
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。で
も
一
番
期

待
し
て
い
る
の
は
、ど
ん
な
質
問
で

も
、ど
ん
な
小
さ
な
意
見
で
も
い
い

か
ら
発
言
し
て
、議
論
に
参
加
す

る
こ
と
。そ
し
て『
自
分
な
ら
で
き

る
』と
、自
分
自
身
を
信
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

中央大学法学部法律学科を卒業後、
同大学大学院法学研究科で刑事法を
専攻。高岡法科大学法学部 准教授を
経て、2012年に獨協大学法科大学院
准教授となり、14年より教授。17年よ
り獨協大学にて現職。近著に『実戦演
習 刑法―予備試験問題を素材にし
て』（2020年、弘文堂）。修士（法学）。

好きなこと：飲み歩き・食べ歩き。食
べものの好き嫌いは特にありません
が「鮒ずし（滋賀県の郷土料理として
知られる「なれずし」のひとつ）」だけ
は苦手。自分で料理もします。その関
係で、最近は包丁研ぎが上達してきま
した。

好きな言葉・座右の銘：「為せば成る 
為さねば成らぬ何事も 成らぬは人の 
為さぬなりけり」。尊敬する人物でも
ある、江戸時代の米沢藩主・上杉鷹山
の言葉。

SEKINE Tsuyoshi 

MY DISCOVERY

司法試験予備試験論文問題を詳しく解説
した『実戦演習 刑法』。
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